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巴
金
の
朝
鮮
戦
争
戦
地
訪
問
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て

道
上

知
弘

一
、
は
じ
め
に

-80-

巴
金
（
一
九
O
四
1

）
の
作
品
で
は
、
代
表
作
で
あ
る
『
家
』
（
一
九
三
三
）
や
抗
戦
末
期
に
書
か
れ
た
『
憩
園
』
（
一
九
四
四
）
や
「
寒

夜
』
（
一
九
四
七
）
、
文
革
後
に
連
載
さ
れ
た
『
随
想
録
」
な
ど
が
日
本
で
も
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
聞
を
埋
め
る
時
期
、
つ
ま
り
、

一
九
四

九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
よ
り
、

一
九
六
六
年
の
文
化
大
革
命
の
勃
発
ま
で
の
十
七
年
間
、
い
わ
ゆ
る
「
十
七
年
期
」
に
書
か
れ
た

作
品
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
巴
金
が
朝
鮮
戦
争
の
戦
地
を
訪
問
し
た
経
験
を
も
と
残
し
た
多
量

の
文
章
の
研
究
に
つ
い
て
は
巴
金
研
究
の
な
か
で
も
立
ち
遅
れ
て
い
る
分
野
で
あ
り
、
そ
の
時
期
に
焦
点
を
当
て
た
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
は

い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
朝
鮮
戦
争
と
そ
の
戦
地
訪
問
は
、
社
会
主
義
中
国
と
と
も
に
歩
む
こ
と
を
決
意
し
た
巴
金
に
と
っ
て

最
初
の
大
事
件
で
あ
り
、
そ
の
後
の
巴
金
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
テ

l

マ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
巴
金

「
十
七
年
期
」
研
究
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
を
試
み
つ
つ
、
基
礎
作
業
と
し
て
朝
鮮
戦
争
の
戦
地
訪
問
に
材
を
取
っ
た
作
品
群
を
整
理
し
て



ゆ
き
た
い
。

二
、
巴
金
「
十
七
年
期
」
研
究
の
視
点

こ
の
「
十
七
年
期
」
を
ひ
と
つ
の
時
代
区
分
と
し
て
扱
う
の
は
、
現
代
文
学
史
に
関
す
る
諸
記
述
に
散
見
す
る
こ
と
だ
が
、
そ
の
文
学
史

に
お
け
る
位
置
づ
け
は
、
他
の
時
代
研
究
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
巴
金
に
つ
い
て
も
ま
た
例
外
で
は

な
く
、
膨
大
な
先
行
研
究
の
中
で
、
専
ら
そ
の
時
代
を
扱
っ
た
論
文
は
、
他
の
時
代
研
究
と
比
べ
る
と
や
は
り
は
る
か
に
少
な
い
。

こ
の
時
期
、
中
国
全
国
文
学
芸
術
聯
合
会
（
以
下
、
文
聯
）
副
主
席
、
中
国
作
家
協
会
（
以
下
、
作
協
）
副
主
席
、
上
海
市
文
聯
主
席
、
作

協
上
海
分
会
主
席
な
ど
を
歴
任
、
ま
た
『
文
妻
月
報
』
、
「
収
穫
』
、
『
上
海
文
学
』
な
ど
の
編
集
長
も
務
め
る
な
ど
社
会
的
地
位
も
向
上
し
、

生
活
も
安
定
し
て
い
た
巴
金
は
、
共
産
党
が
も
た
ら
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
新
し
い
社
会
に
対
し
て
大
き
な
期
待
を
抱
き
、
自
分
も
そ
れ
に
-81-

貢
献
す
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
巴
金
に
関
す
る
年
表
や
伝
記
を
追
っ
て
ゆ
く
と
、
主
な
活
動
は
「
新
中
国
」
の
代
表
の
一

人
と
し
て
世
界
各
地
を
訪
問
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
著
作
活
動
も
そ
れ
に
伴
っ
て
紀
行
文
や
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

具
体
的
に
こ
の
十
七
年
間
に
お
け
る
巴
金
の
国
外
活
動
を
簡
略
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
九
五
O
年
十
一
月

第
二
回
世
界
平
和
擁
護
大
会
に
中
国
代
表
団
の
一
員
と
し
て
出
席
（
ワ
ル
シ
ャ
ワ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
各
地
・
モ
ス
ク
ワ
）

一
九
五
二
年
三
月

朝
鮮
戦
地
訪
問
団
団
長
と
し
て
朝
鮮
の
各
前
線
を
訪
問
（
朝
鮮
各
地
）
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一
九
五
三
一
年
八
月

朝
鮮
戦
地
再
訪
（
朝
鮮
各
地
）



一
九
五
四
年
七
月

一
九
五
五
年
四
月

一
九
五
六
年
一
月

十
二
月

一
九
五
七
年
十
一
月

一
九
五
八
年
十
月

一
九
六
一
年
三
月

一
九
六
二
年
八
月

一
九
六
三
年
六
月

一
九
六
五
年
七
月

チ
ェ
l

ホ
フ
逝
去
五
十
周
年
紀
念
活
動
に
出
席
（
モ
ス
ク
ワ
・
ソ
連
各
地
）

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
（
以
下
A
・

A

会
議
）
に
出
席
（
バ
ン
ド
ン
）

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
第
四
回
作
家
大
会
に
出
席
（
ベ
ル
リ
ン
）

ア
ジ
ア
作
家
会
議
に
出
席
（
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
）

十
月
革
命
四
十
周
年
記
念
式
典
に
中
国
労
働
人
民
代
表
団
団
員
と
し
て
出
席
（
モ
ス
ク
ワ
）

A
・

A
会
議
に
出
席
（
夕
、
ン
ケ
ン
ト
）

A
・

A
会
議
東
京
緊
急
集
会
に
中
国
作
家
代
表
団
団
長
と
し
て
出
席
（
東
京
）

第
八
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
中
国
代
表
団
団
長
と
し
て
参
加
（
東
京
）

北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
中
国
作
家
代
表
団
団
長
と
し
て
訪
問
（
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
各
地
）

北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
再
訪
（
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
各
地
）

「
新
中
国
」
成
立
後
、
巴
金
は
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
代
表
団
に
参
加
し
て
、
「
第
三
世
界
」
を
中
心
と
し
た
外
国
に
赴
い
て
い
る
が
、
国
内

に
お
い
て
も
各
国
か
ら
の
訪
中
固
な
ど
の
接
見
に
数
多
く
出
席
す
る
な
ど
、
精
力
的
に
外
交
活
動
に
参
画
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
す

で
に
多
く
の
国
々
で
『
家
』
な
ど
の
作
品
の
翻
訳
が
出
版
さ
れ
、
対
外
的
に
も
有
名
で
あ
っ
た
巴
金
を
「
新
中
国
」
の
「
顔
」
と
し
て
利
用

し
よ
う
と
し
た
政
府
の
思
惑
が
あ
る
が
、
「
自
己
改
造
」
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
巴
金
自
身
も
、
こ
れ
ら
の
外
交
活
動
を
通
じ
て
真
撃
に

新
国
家
建
設
へ
の
貢
献
を
望
ん
で
い
た
。

「
十
七
年
期
」
に
お
け
る
巴
金
の
著
作
活
動
は
、
旧
作
の
整
理
や
そ
の
解
題
の
執
筆
、
外
国
文
学
の
翻
訳
や
改
訳
な
ど
も
含
ま
れ
る
が
、
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李
存
光
氏
は
こ
の
時
代
の
作
品
を
、
「
朝
鮮
戦
争
に
関
す
る
も
の
」
、
「
新
中
国
、
新
時
代
を
賛
美
し
た
も
の
」
、
「
外
国
訪
問
に
関
す
る
も
の
」

の
三
つ
に
分
け
て
い
お

o

朝
鮮
戦
争
の
戦
地
訪
問
も
国
外
で
の
体
験
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
三
つ
目
の
項
目
は
「
十
七
年
期
」
の
巴
金

の
著
作
活
動
の
大
半
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
時
代
の
巴
金
を
考
え
る
上
で
重
要
な
点
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
で
も
二
回
訪
問
し
た
朝
鮮

に
関
す
る
著
作
活
動
は
文
革
直
前
ま
で
続
い
て
お
り
、
帝
国
主
義
と
戦
う
志
願
軍
兵
士
や
朝
鮮
人
た
ち
の
「
英
雄
的
面
貌
」
を
描
く
こ
と
に

巴
金
が
か
な
り
の
力
を
注
い
で
い
た
こ
と
は
、
李
氏
が
独
立
さ
せ
て
一
項
を
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

三
、
朝
鮮
戦
争
と
中
国

一
九
五
O
年
六
月
二
十
五
日
、
中
国
と
同
時
に
解
放
を
迎
え
た
も
の
の
、

ソ
連
と
ア
メ
リ
カ
の
分
割
統
治
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
と
大
韓
民
国
（
以
下
、
日
本
で
の
慣
例
に
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
北
朝
鮮
、
韓
国
と
略
す
）

の
二
つ
の
政
権
が
成
立
し
て
い
た
朝
鮮
半

今
30
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島
で
内
戦
が
勃
発
し
た
。
開
戦
時
は
北
朝
鮮
の
朝
鮮
人
民
軍
が
圧
倒
的
に
優
勢
だ
っ
た
が
、
米
軍
の
総
司
令
官
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カl
サ
l

に
よ
る
、
連
合
国
軍
大
部
隊
の
仁
川
へ
の
上
陸
作
戦
が
同
年
九
月
十
五
日
に
行
わ
れ
て
以
降
、
戦
局
は
一
変
し
、
前
線
は
た
ち
ま
ち
中
朝
国

境
の
鴨
緑
江
に
ま
で
達
し
た
。
米
軍
が
三
十
八
度
線
を
越
え
て
よ
り
、
数
度
に
わ
た
り
米
国
に
警
告
を
発
し
て
き
た
周
思
来
は
、
九
月
三
十

日
に
再
び
「
中
国
人
民
は
決
し
て
外
国
の
侵
略
を
容
認
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
帝
国
主
義
者
の
隣
国
に
対
す
る
ほ
し
い
ま
ま
の
侵
略
を
放
置

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
宣
告
し
た
。
続
け
て
中
国
共
産
党
中
央
は
十
月
八
日
、
「
抗
美
援
朝
、
保
家
衛
国
」
（
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に

対
抗
し
て
朝
鮮
を
援
け
、
国
家
を
防
衛
す
る
）

の
方
針
を
打
ち
出
し
、
つ
い
に
国
家
主
席
毛
沢
東
は
中
国
人
民
志
願
軍
の
朝
鮮
戦
争
参
戦
命

令
を
発
し
、
十
月
十
九
日
、
志
願
軍
は
中
朝
の
国
境
を
流
れ
る
鴨
緑
江
を
渡
っ
た
。

当
時
、
中
国
は
建
国
し
て
よ
う
や
く
一
年
が
経
っ
た
ば
か
り
で
、
囲
内
に
は
土
地
改
革
な
ど
の
内
政
問
題
が
山
積
し
て
い
た
だ
け
で
は
な

(170) 



く
、
台
湾
海
峡
の
緊
張
や
国
民
党
の
残
存
勢
力
の
脅
威
で
、
と
て
も
外
地
に
兵
力
を
注
入
す
る
余
裕
は
無
か
っ
た
。
そ
れ
を
あ
え
て
断
行
し

(169) 

た
理
由
に
つ
い
て
は
他
の
．
先
行
研
究
に
譲
る
が
、
よ
う
や
く
「
解
放
」
を
迎
え
た
国
民
た
ち
を
、
再
び
先
行
き
の
見
え
ぬ
不
安
に
陥
れ
る
に

は
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
の
が
、
先
に
挙
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
国
民
へ
の
徹
底
化
を
図
る
「
抗
美
援
朝
運
動
」
と

い
う
政
治
運
動
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
発
動
さ
れ
た
「
反
革
命
鎮
圧
運
動
」
、
「
土
地
改
革
」
な
ど
と
合
わ
せ
て
三
大
運
動
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
社
会
主
義
に
お
け
る
「
愛
国
主
義
」
の
強
化
と
「
国
際
主
義
」
の
促
進
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
裏
に
は
「
抗
美
援
朝
、
保
家
衛
国
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
反
米
教
育
を
徹
底
し
、
外
敵
を
設
定
す
る
ニ
と
に
よ
っ
て
国
民
の
不
満
を
国
内
問

題
か
ら
そ
ら
そ
う
と
す
る
目
的
も
あ
っ
た
。

文
義
界
も
即
座
に
呼
応
し
、
同
年
十
月
、
文
聯
は
「
抗
美
援
朝
」
の
宣
伝
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
十
一
月
十
六
日
、
北
京
に

-84-

お
い
て
、
茅
盾
、
丁
玲
、
田
問
、
鄭
振
鐸
、
葉
聖
陶
な
ど
著
名
な
作
家
た
ち
が
連
名
で
「
我
々
は
ペ
ン
だ
け
で
な
く
銃
を
も
手
に
取
り
、
英

雄
的
な
戦
士
た
ち
と
と
も
に
、
親
愛
な
る
朝
鮮
の
兄
弟
た
ち
と
と
も
に
、
凶
悪
な
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
打
ち
勝
っ
た
め
に
、
あ
く
ま
で
戦

う
）
と
宣
言
し
た

o

「
抗
美
援
朝
」
を
め
ぐ
る
文
学
政
策
の
目
的
は
「
国
民
の
戦
意
の
昂
揚
」
と
「
中
国
参
戦
の
正
当
化
」
、
そ
し
て
「
打
倒

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
」
の
宣
揚
し
、
識
字
層
を
通
じ
て
圏
内
世
論
を
統
一
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
「
抗
美
援
朝
運
動
」
は
、
「
新
中
国
」
が
初

め
て
国
を
挙
げ
て
行
っ
た
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
巴
金
を
は
じ
め
、
老
舎
、
田
漢
、
劉
白
羽
、
田
問
、
楊
朔
、
貌
灘
、
路
錫
な
ど
の
作
家
や
多
く
の
従
軍
記
者
が
前
線
に
赴
き
、

報
告
文
学
（
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
）

や
、
詩
や
小
説
の
創
作
作
品
を
生
み
出
し
た
。
三
年
間
に
書
か
れ
た
報
告
文
学
は
膨
大
な
も
の
と
な
り
、

そ
の
成
果
の
一
部
は
、
全
三
巻
に
わ
た
る
『
朝
鮮
通
訊
報
告
選
』
に
収
め
ら
れ
、
収
録
数
は
百
九
篇
に
も
及
ぶ
が
、
こ
れ
に
収
め
ら
れ
な
か

っ
た
も
の
、
そ
の
前
後
の
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
を
合
わ
せ
る
と
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
作
品
が
あ
る
。
こ
れ
ら
「
抗
美
援
朝
文
学
」
と
呼



ぶ
べ
き
作
品
群
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

四
、
朝
鮮
戦
地
訪
問
に
至
る
ま
で

ま
ず
巴
金
が
朝
鮮
の
戦
地
に
赴
く
ま
で
の
経
緯
を
見
て
み
た
い
。
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
た
年
の
一
九
五
O
年
十
月
、
巴
金
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
首
都
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
世
界
平
和
擁
護
大
会
に
参
加
し
た
。
大
会
に
参
加
し
た
代
表
団
は
十
七
名
で
、
団
長
は
郭
沫
若

で
あ
る
。
巴
金
は
こ
の
大
会
で
発
言
す
る
た
め
の
原
稿
を
用
意
し
て
い
た
が
、
総
勢
千
八
百
人
が
参
加
し
た
大
規
模
な
大
会
で
あ
り
、
会
議

上
で
発
言
で
き
た
者
は
た
っ
た
の
百
二
十
人
に
過
ぎ
ず
、
巴
金
は
そ
れ
を
発
表
す
る
機
会
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
巴
金
は
帰
国

後
に
、
こ
の
時
の
原
稿
を
二
つ
に
書
き
改
め
て
、
「
我
思
意
献
出
我
的
一
切
』
と
『
給
西
方
作
家
的
公
開
信
』
と
題
し
て
、

月
七
日
の
『
人
民
日
報
」
と
『
大
公
報
』
に
同
事
に
発
表
し
た
。
「
給
西
方
作
家
的
公
開
信
』
で
巴
金
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
九
五
七
年
一
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一
人
の
作
家
と
し
て
、
私
は
自
分
の
任
務
を
、
平
和
を
広
く
訴
え
、
人
類
の
団
結
を
さ
ら
に
緊
密
な
も
の
に
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
（
中
略
）
一
人
の
中
国
人
と
し
て
、
私
は
誰
よ
り
も
平
和
を
愛
し
、
平
和
を
大
切
に
思
い
、
平
和
を
必
要
と
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
中
略
）
し
か
し
今
の
平
和
も
脅
威
を
受
け
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
者
は
我
々
に
平
和
を
享
受
さ
せ

ず
、
平
和
建
設
の
機
会
を
与
え
ま
い
と
し
て
い
る
の
で
す
。
彼
ら
の
国
防
線
は
我
々
の
台
湾
に
移
り
、
彼
ら
の
鉄
の
蹄
は
我
々
の
東
北

国
境
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
ま
す
。
我
々
の
都
市
は
爆
撃
さ
れ
、
我
々
の
人
民
は
機
銃
掃
射
を
受
け
て
い
ま
す
。
（
中
略
）
今
日
、
確

か
に
一
片
の
大
き
な
黒
い
雲
が
人
類
の
希
望
を
覆
っ
て
い
ま
す
。
朝
鮮
の
土
地
に
落
と
さ
れ
て
い
る
メ
ガ
ト
ン
爆
弾
は
世
界
文
明
に
対
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す
る
重
大
な
脅
威
で
す
。
朝
鮮
人
民
の
苦
難
は
全
世
界
の
人
々
の
良
心
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
っ
て
い
ま
す
。
朝
鮮
に
対
す
る
侵
略
戦
争
は



既
に
事
実
と
な
り
、
そ
れ
ば
か
り
か
休
む
こ
と
な
く
拡
大
し
続
け
て
い
る
の
で
す
。

平
和
を
希
求
す
る
巴
金
の
切
実
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
文
章
だ
が
、
同
事
に
、
中
国
の
朝
鮮
戦
争
介
入
を
正
当
化
す
る
ス
ポ

l

ク
ス
マ

ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
も
見
落
と
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
巴
金
は
こ
れ
以
後
、
同
じ
よ
う
な
主
張
を
あ
ち
こ

ち
で
繰
り
返
す
よ
う
に
な
る
。

一
九
五
一
年
に
入
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
行
の
成
果
で
あ
る
著
作
の
出
版
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
、
大
会
に
出
席
に
す
る
な
ど
巴
金
の
文
学
者

と
し
て
の
活
動
は
ま
す
ま
す
多
忙
に
な
っ
た
が
、
巴
金
の
平
和
主
義
は
い
っ
そ
う
堅
固
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
彼
の
関
心
は
、
過
去
に

い
ま
ま
さ
に
隣
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
戦
争
に
あ
っ
た
。

一
一
月
に
『
中
国
人
民
志
願
軍
部
隊
と
朝
鮮
人
民
軍
へ
の
二
通
の
慰
問
状
』
を
書
い
て
、
中
朝
両
国
の
軍
隊
に
畏
敬
と
感
謝
の
意
を
表
し
、
ま

遠
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
た
虐
殺
よ
り
も
、

た
六
月
に
は
上
海
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
の
侵
略
に
反
対
す
る
中
国
人
民
保
衛
世
界
大
会
」
で
華
東
抗
美
援
朝
総
分
会
委
員
に
選
出
さ

れ
、
さ
ら
に
七
月
に
は
上
海
市
抗
美
援
朝
代
表
大
会
に
出
席
す
る
な
ど
、
巴
金
の
朝
鮮
戦
争
へ
の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

一
九
五
一
年
末
に
毛
沢
東
が
「
思
想
改
造
」
を
提
起
し
て
よ
り
、
胡
喬
木
や
周
揚
な
ど
が
相
次
い
で
そ
れ
に
呼
応
す
る
報
告
を
大
会
で
行

い
、
文
義
界
で
も
作
家
た
ち
に
「
工
、
農
、
兵
」
（
労
働
者
、
農
民
、
兵
士
）
た
ち
の
生
活
を
体
験
さ
せ
、
思
想
を
「
改
造
」
す
る
た
め
に
、

彼
ら
を
工
場
、
農
村
、
軍
隊
に
派
遣
し
、
「
体
験
生
活
」
を
さ
せ
る
方
針
を
決
定
し
た
。
巴
金
は
、
抗
日
戦
争
時
に
交
友
の
あ
っ
た
朝
鮮
人

革
命
家
な
ど
の
存
在
か
ら
朝
鮮
に
対
し
て
特
別
な
感
慨
を
抱
い
て
い
た
が
、
圏
外
に
行
っ
て
家
族
と
離
れ
る
こ
と
に
は
や
は
り
臨
時
踏
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
中
共
中
央
宣
伝
部
文
妻
部
の
所
長
で
、
中
国
文
壇
の
指
導
者
的
立
場
に
あ
っ
た
了
玲
（
一
九

O
七
1

一
九
八
六
）
が
曹
関

（
一
九
一0
1

一
九
九
六
）
を
通
じ
て
巴
金
に
朝
鮮
に
行
く
よ
う
に
示
唆
す
る
と
、
巴
金
は
妻
の
篇
珊
と
相
談
し
た
後
に
朝
鮮
に
行
く
こ
と
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を
決
定
し
た
。
解
放
区
で
共
産
党
と
と
も
に
戦
っ
て
き
た
丁
玲
は
、
巴
金
の
よ
う
に
国
民
党
支
配
下
の
地
区
で
暮
ら
し
て
き
た
人
間
に
対
し

て
大
き
な
発
言
力
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
の
半
年
前
、
彼
女
は
文
章
の
中
で
巴
金
の
作
品
に
論
及
し
、
「
巴
金
の
書
く
革
命
と
い
う
も
の
は
、

上
に
指
導
者
が
な
く
、
下
に
大
衆
が
い
な
い
。
中
間
に
た
だ
友
人
の
よ
う
な
、
あ
る
い
は
恋
人
の
よ
う
な
人
が
い
て
、

一
緒
に
革
命
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
革
命
な
ど
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
」
ま
た
、
巴
金
の
作
品
は
確
か
に
「
革
命
に
対
し
て
好
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
が
、

彼
の
革
命
と
い
う
も
の
は
、
指
導
者
も
要
ら
な
け
れ
ば
大
衆
も
必
要
と
し
な
い
、
空
想
上
の
も
の
で
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
行
っ
て
も
人
は
永

遠
に
さ
ら
に
前
に
進
む
こ
と
は
絶
対
で
き
な
い
」
と
酷
評
す
る
一
方
、
「
最
近
の
巴
金
は
、
自
分
の
実
際
的
で
な
い
思
想
と
作
風
を
修
正
し

よ
う
と
し
て
い
る
」
と
そ
の
方
向
転
換
を
好
意
的
に
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
巴
金
の
朝
鮮
行
き
の
決
定
を
後
押
し
し
た
に
違

い
な
い
だ
ろ
う
。
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丁
玲
は
赴
朝
戦
地
訪
問
団
の
結
成
を
中
国
文
聯
の
名
で
申
請
し
、
巴
金
を
こ
の
訪
問
団
の
団
長
に
任
命
し
た
。
総
勢
十
八
人
の
訪
問
団
は
、

著
名
な
作
家
、
音
楽
家
、
美
術
家
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
。

ま
た
当
時
の
巴
金
を
知
る
上
で
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
一
九
九
四
年
に
漸
江
文
塞
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
家
書
・
巴
金
粛
珊
書
信
集
」

が
あ
る
。
こ
れ
に
は
解
放
後
に
巴
金
と
そ
の
妻
粛
珊
（
本
名
、
陳
謹
珍
）
が
交
わ
し
た
書
簡
が
集
め
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、

巴
金
は
北
京
で
準
備
を
終
え
て
、
溶
陽
に
移
り
、
朝
鮮
に
向
か
う
ま
で
の
約
一
カ
月
の
聞
に
、
十
八
通
も
の
手
紙
を
上
海
の
自
宅
に
い
る
粛

珊
宛
に
送
っ
て
い
る
。
粛
珊
か
ら
の
手
紙
を
含
め
る
と
二
十
通
以
上
の
手
紙
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
書
簡
集
が
出
版

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
朝
鮮
に
向
か
う
直
前
の
巴
金
の
生
活
や
心
境
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

巴
金
は
手
紙
の
中
で
、
し
き
り
に
上
海
に
残
し
て
き
た
粛
珊
や
二
人
の
子
供
た
ち
の
健
康
を
案
じ
、
ま
た
自
分
の
準
備
が
順
調
な
こ
と
を
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述
べ
て
い
る
が
、
二
月
一
八
日
付
け
の
手
紙
で
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。



（
曹
関
に
朝
鮮
に
行
く
の
を
や
め
て
工
場
に
行
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
が
：
・
著
者
註
）
私
は
や
は
り
朝
鮮
に
行
く
の
が
よ
い
と
お
も
(165) 

う
。
鍛
練
が
で
き
る
し
、
自
己
改
造
に
も
役
立
つ
か
ら
だ
。
丁
玲
た
ち
も
わ
た
し
が
朝
鮮
に
行
く
こ
と
に
賛
成
し
て
く
れ
た
。
だ
か
ら
、

そ
う
決
め
た
の
だ
。
朝
鮮
で
は
半
年
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
も
し
か
し
た
ら
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
で
部
隊
と
一
緒
に
帰
国
す
る
か
も

し
れ
な
い
。
だ
け
ど
も
、

い
ず
れ
に
せ
よ
家
に
戻
る
の
は
半
年
後
に
な
る
、
だ
ろ
う
。
こ
の
別
れ
を
悲
し
ま
な
い
で
ほ
し
い
。
半
年
な
ん

て
、
あ
っ
と
言
う
聞
に
経
っ
て
し
ま
う
も
の
だ
か
ら
。

よ
う
や
く
訪
れ
た
平
和
と
、
あ
た
た
か
い
家
庭
に
恵
ま
れ
た
安
定
し
た
暮
ら
し
か
ら
別
れ
を
告
げ
る
こ
と
は
巴
金
に
と
っ
て
身
を
切
る
よ
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う
な
辛
さ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
日
、
会
議
が
終
わ
っ
て
再
び
考
え
た
巴
金
は
、
そ
の
恋
々
と
し
た
気
持
ち
を
断
ち
切
る
よ
う
に
再
び
手

紙
を
書
い
て
い
る
。

わ
た
し
は
こ
の
別
れ
が
い
ち
ば
ん
つ
ら
い
。
離
れ
離
れ
に
な
る
時
間
が
最
も
長
く
、
そ
の
う
え
こ
れ
か
ら
の
仕
事
を
ま
だ
全
て
把
握

で
き
て
い
な
い
か
ら
だ
。
私
に
は
経
験
も
な
い
し
、
仕
事
の
能
力
も
方
法
も
な
い
。
あ
る
の
は
情
熱
と
決
意
だ
け
だ
。
（
中
略
）
私
は

一
つ
の
場
所
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
い
が
、
私
は
あ
ち
こ
ち
奔
走
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
上
海
で
平
穏
無
事
に
仕
事
を
し
て
い
た

い
が
、
全
て
を
捨
て
て
朝
鮮
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
は
自
分
が
相
当
に
強
い
惰
性
を
持
っ
て
い
る
人
間
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
、
私
は
努
力
し
て
自
分
と
戦
い
、
も
っ
と
役
に
立
つ
人
間
に
自
分
を
変
え
た
い
の
だ
。
君
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
責
め
な

い
で
く
れ
。
上
海
に
い
る
問
、
君
と
存
分
に
遊
べ
な
か
っ
た
こ
と
や
話
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
責
め
な
い
で
く
れ
。
君
は
私
が
今
、



ど
ん
な
に
ひ
ど
く
そ
ん
な
思
い
で
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
か
察
し
て
く
れ
る
、
だ
ろ
う
。
君
な
ら
き
っ
と
許
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
。
私
は
た

だ
仕
事
を
立
派
に
終
え
て
、
君
に
会
え
る
喜
び
の
日
を
思
う
だ
け
だ
。

文
学
的
な
修
辞
を
排
し
た
率
直
な
文
体
で
あ
る
が
、
こ
の
書
簡
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
巴
金
の
訪
朝
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
決
意
で

あ
ろ
う
。
当
時
、
自
他
両
面
か
ら
常
に
自
己
改
造
を
迫
ら
れ
て
い
た
巴
金
は
、
自
分
の
文
学
を
い
か
に
社
会
主
義
国
家
建
設
に
「
役
に
立
つ
」

も
の
に
す
る
か
絶
え
ず
模
索
し
、

つ
い
に
朝
鮮
へ
の
戦
地
訪
問
と
い
う
格
好
の
機
会
に
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。
囲
内
で
の
文
学
活
動
の
中
断

や
家
族
と
の
別
れ
な
ど
の
犠
牲
は
大
き
い
が
、
巴
金
は
そ
こ
に
大
き
な
意
義
を
見
い
だ
し
た
の
で
あ
る
。

巴
金
は
同
年
三
月
七
日
に
北
京
で
の
準
備
学
習
を
終
え
て
出
発
し
、
翌
八
日
に
沈
陽
に
着
い
た
。
そ
し
て
途
中
、
遼
寧
省
の
安
東
（
現
丹

東
）
で
一
泊
し
た
後
、
つ
い
に
鴨
緑
江
を
渡
っ
た
。
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五
、
作
品
に
つ
い
て

巴
金
は
一
九
五
二
年
二
月
十
五
日
1

同
年
十
月
十
五
日
と
一
九
五
三
年
八
月
十
日
i

一
九
五
四
年
一
月
十
日
の
二
回
の
朝
鮮
戦
地
訪
問
を

行
っ
た
が
、
そ
の
体
験
を
も
と
に
書
い
た
作
品
は
、
『
生
活
在
英
雄
例
的
中
間
』
（
一
九
五
三
）
と
『
保
衛
和
平
的
人
例
」
（
一
九
五
四
）
、

『
英
雄
的
故
事
』
（
一
九
五
三
）
、
「
明
珠
和
玉
姫
』
（
一
九
五
七
）
、
『
李
大
海
』
（
一
九
六
二
と
い
う
五
つ
の
作
品
集
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

前
者
の
二
つ
が
報
告
文
学
集
で
あ
り
、
後
者
三
つ
が
創
作
集
で
あ
る
。
こ
の
他
に
は
、
小
説
「
団
円
』
を
原
作
と
し
た
映
画
『
英
雄
児
女
」

一
九
六
四
）
も
あ
る
。
ま
た
朝
鮮
滞
在
中
の
日
記
で
あ
る
「
赴
朝
日
記
』
や
、
先
に
挙
げ
た
粛

（
武
兆
堤
監
督
、
長
春
電
影
製
片
廠
作
品
、
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珊
と
の
往
復
書
簡
集
で
あ
る
「
家
書
・
巴
金
粛
珊
書
信
集
」
も
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
以
下
、
五
十
年
代
に
編
ま
れ
た
四
つ
の
作
品
集
の
う



ち
三
つ
を
選
ん
で
簡
単
な
紹
介
を
加
え
る
。

(163) 

『
生
活
在
英
雄
例
的
中
間
』

こ
の
作
品
集
は
第
一
次
訪
朝
の
際
に
書
か
れ
た
十
一
篇
の
作
品
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
集
は
、
朝
鮮
戦
争
当
時
の
平
壌
の

情
景
や
、
彰
徳
懐
、
金
日
成
と
い
っ
た
両
国
の
要
人
た
ち
と
の
会
見
録
を
も
含
み
、
現
在
に
お
い
て
も
貴
重
な
資
料
的
な
価
値
を
も
っ
て
い

る
。
な
か
で
も
『
我
例
会
見
了
彰
徳
懐
指
令
員
』
は
、
一
九
五
二
年
四
月
九
日
に
『
人
民
日
報
』
に
発
表
さ
れ
、
巴
金
の
代
表
的
な
朝
鮮
戦

争
ル
ポ
と
な
っ
た
最
初
の
作
品
で
あ
る
。
ま
た
一
九
五
二
年
六
月
一
日
に
「
人
民
文
学
」
六
月
号
に
発
表
さ
れ
た
『
平
壌
、
英
雄
的
都
市
』

は
、
朝
鮮
戦
争
下
の
平
壌
の
様
子
を
い
き
い
き
と
伝
え
て
お
り
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
首
相
で
、
朝
鮮
人
民
軍
の
最
高
司
令
官
で
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あ
っ
た
金
日
成
と
の
会
見
の
模
様
や
、
朝
鮮
文
学
義
術
総
同
盟
の
副
委
員
長
の
李
泰
俊
を
始
め
と
す
る
朝
鮮
の
作
家
た
ち
と
の
交
流
の
様
子

も
記
さ
れ
て
い
る
。
表
題
作
で
あ
る
「
生
活
在
英
雄
例
的
中
間
』
の
他
に
も
、
『
在
開
城
中
立
区
』
、
『
朝
鮮
戦
地
的
春
夜
」
、
『
一
箇
模
範
的

通
訊
連
』
、
『
起
雷
英
雄
例
的
中
間
』
、
『
保
衛
和
平
、
保
衛
朝
鮮
的
母
親
和
該
子
』
、
『
青
年
戦
士
趨
木
…
仁
同
士
」
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、

部
隊
で
の
生
活
中
に
取
材
し
た
志
願
軍
兵
士
や
、
あ
る
い
は
現
地
の
宿
泊
地
で
世
話
に
な
っ
た
朝
鮮
人
た
ち
か
ら
聞
い
た
話
を
も
と
に
多
く

の
兵
士
像
を
描
い
て
い
る
。

「
英
雄
的
故
事
』

こ
の
短
編
集
に
は
『
寄
朝
鮮
某
地
（
代
序
）
・
給
志
願
軍
某
部
政
治
部
李
希
庚
同
志
」
、
『
堅
強
的
戦
士
」
、
「
一
箇
偵
察
員
的
故
事
』
、
『
黄

文
元
同
志
」
、
『
愛
的
故
事
』
の
五
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
前
作
と
同
じ
く
、
第
一
次
訪
朝
の
経
験
を
も
と
に
志
願
軍
兵
士
た
ち
の



生
活
と
英
雄
的
事
跡
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
創
作
小
説
の
形
を
取
っ
て
い
る
。
「
後
記
」
に
お
い
て
「
残
念
な
こ
と
に
私
の

書
く
力
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
英
雄
の
面
貌
を
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
の
小
説
集
は
私
の
試
作
と
言
え
る
も
の
で

あ
る
・
：
（
略
）
」
と
あ
る
が
、
『
文
警
報
』
な
ど
で
は
概
ね
好
評
を
博
し
た
作
品
で
あ
っ
た
小
説
『
黄
文
元
同
志
』
に
つ
い
て
、
読
者
の
一
人

か
ら
非
難
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、

一
九
五
三
年
十
月
二
十
九
日
付
の
粛
珊
へ
宛
て
た
手
紙
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
黄
文
元
』
に
つ
い
て
志
願
軍
の
中
に
は
、
良
い
作
品
だ
と
い
う
人
は
多
い
の
だ
け
れ
ど
、
北
京
の
あ
る
青
年
労
働
者
が
手
紙
を
よ

こ
し
て
き
で
、
こ
れ
は
失
敗
作
で
、
普
通
の
新
聞
に
載
せ
る
作
品
に
も
及
、
は
な
い
と
ま
で
言
っ
た
。
彼
は
前
半
部
分
の
大
半
は
削
除
す

べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
私
自
身
も
す
で
に
気
づ
い
て
い
た
こ
と
だ
。
私
が
「
文
義
月
報
」
に
こ
れ
を
発
表
し
た
く
な
か
っ
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た
の
は
、
ま
さ
に
こ
う
い
う
読
者
が
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
も
し
『
黄
文
元
』
を
私
が
自
分
で
「
主
編
」
す
る
刊
行
物
に
発
表

す
れ
ば
、
口
汚
く
罵
る
手
紙
を
よ
こ
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
読
者
が
多
け
れ
ば
、
意
見
も
多
い
。
時
に
は
自
分
を
大
衆
と

み
な
し
て
い
る
読
者
も
い
て
、
こ
れ
は
作
者
と
し
て
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
。

普
段
の
巴
金
に
見
ら
れ
な
い
冷
静
さ
を
欠
い
た
激
し
い
口
調
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
も
、
不
慣
れ
な
題
材
を
扱
っ
た
創
作

活
動
が
な
か
な
か
自
分
の
思
う
よ
う
に
行
か
な
い
焦
り
と
苛
立
ち
が
読
み
取
れ
る
。
戦
争
を
知
っ
て
は
い
て
も
、
実
際
の
軍
隊
生
活
を
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
巴
金
に
と
っ
て
、
軍
隊
の
「
生
活
」
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
か
な
り
無
理
の
あ
る
挑
戦
で
あ
っ
た
。

『
保
衛
和
平
的
人
何
」

(162) 



こ
の
作
品
集
に
は
代
序
、
後
記
あ
わ
せ
て
九
篇
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
初
版
は
一
九
五
四
年
十
一
月
に
、
中
国
青
年
出
版
社
か
ら

(161) 

出
版
さ
れ
た
。

七
ヶ
月
に
わ
た
る
第
一
次
赴
朝
を
終
え
、
巴
金
は
一
九
五
二
年
十
月
十
二
日
、
帰
国
の
途
に
つ
き
、
総
括
報
告
を
し
た
後
、
巴
金
は
家
族

を
伴
っ
て
上
海
に
戻
り
、
朝
鮮
に
取
材
し
た
作
品
の
整
理
と
出
版
に
追
わ
れ
て
い
た
が
、
朝
鮮
の
戦
地
を
思
う
気
持
ち
は
ま
す
ま
す
強
く
な

っ
て
い
っ
た
。
翌
年
七
月
二
十
七
日
、
板
門
店
で
停
戦
協
定
が
調
印
さ
れ
る
と
、
再
び
巴
金
に
代
表
団
の
一
員
と
し
て
朝
鮮
に
赴
く
機
会
が

巡
っ
て
来
た
。
巴
金
は
八
月
上
旬
に
出
発
し
、
同
十
五
日
に
は
朝
鮮
黄
海
道
沙
里
院
市
で
開
催
さ
れ
た
朝
鮮
解
放
八
周
年
を
記
念
す
る
大
会

に
出
席
し
て
い
μ
。
そ
し
て
同
年
十
二
月
下
旬
ま
で
朝
鮮
に
滞
在
し
、
再
び
多
く
の
作
品
を
書
い
た
。
そ
れ
ら
を
収
め
て
い
る
の
が
、
作
品

集
『
保
衛
和
平
的
人
何
』
で
あ
る
。

(2
) 

こ
の
作
品
集
で
は
、
前
二
作
に
比
べ
て
、
「
金
剛
山
上
発
生
的
事
情
』
や
「
貌
連
長
和
他
的
連
隊
」
な
ど
、
「
英
雄
的
」
な
事
績
を
残
し
たq
h
 
n
y
 

志
願
軍
兵
士
た
ち
の
数
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
前
作
で
は
、
戦
功
を
上
げ
た
兵
士
か
ら
直
接
に
話
を
聞
い
て
、

そ
れ
を
文
章
に
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
本
作
品
は
壮
烈
な
戦
死
を
遂
げ
た
兵
士
た
ち
の
話
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、

『
貌
連
長
和
他
的
連
隊
」
で
は
貌
国
鈎
連
隊
長
の
部
隊
で
戦
死
し
た
数
人
の
兵
士
た
ち
の
事
績
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
中
で
最

も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
は
「
爆
破
組
三
勇
士
」
の
短
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
れ
は
作
戦
遂
行
の
た
め
に
、
鄭
子
清
、
潜
林
生
、
徐
安

生
の
三
人
の
兵
士
が
、
次
々
と
身
を
犠
牲
に
し
な
が
ら
、
敵
の
ト
ー
チ
カ
の
背
後
に
あ
る
坑
道
を
爆
破
し
て
、
敵
の
退
路
を
断
つ
こ
と
に
成

功
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
戦
争
美
談
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
爆
弾
三
勇
士
」
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
「
美
談
」
と
し
て
の
熱
狂
的
な
ア
ピ
ー
ル
性
を
十
分
に
備
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
比
較
検
討
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の
戦

争
文
学
を
考
え
る
意
味
で
も
重
要
で
あ
ろ
う
。



六
、
巴
金
の

『
窪
地
上
的
「
戦
役
」
』
批
判

さ
ら
に
、
朝
鮮
戦
争
を
め
ぐ
る
巴
金
の
動
き
の
中
で
興
味
深
い
も
の
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

「
窪
地
上
的
《
戦
役
》
」
』
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
れ
は
、
巴
金
が
二
回
目
の
訪
朝
を
終
え
て
帰
国
し
て
か
ら
一
年
半
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
、

一
九
五
五
年
に
書
か
れ
た
『
談
別
有
用
心
的

路
舗
（
一
九
二
三
1

一
九
九
四
）
の
小
説
『
窪
地
上
的
「
戦
役
」
』
に
対
す
る
書
評
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
作
者
の
朝
鮮
戦
地
訪
問
の
経
験

を
も
と
に
志
願
軍
兵
士
を
描
い
た
作
品
で
あ
っ
た
が
、
巴
金
が
読
後
に
得
た
の
は
「
感
動
」
な
ど
で
は
な
く
、
「
失
望
」
と
「
非
常
に
不
快

な
感
覚
」
で
あ
っ
た
。

『
窪
地
上
的
「
戦
役
」
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
志
願
軍
の
兵
士
で
あ
る
王
麿
洪
が
戦
地
で
出
逢
っ
た
朝
鮮
の
女
性
金
聖
姫
か
ら
も
ら
っ
た
刺

繍
の
ハ
ン
カ
チ
を
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
、

一
回
目
の
戦
闘
に
参
加
す
る
が
、
王
麿
洪
は
こ
の
戦
闘
で
命
を
落
と
し
、
彼
の
血
に
染
ま
っ
た

今
、d
o
y
 

ハ
ン
カ
チ
だ
け
が
再
び
彼
女
の
も
と
に
返
っ
て
来
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
巴
金
は
こ
の
小
説
を
、
「
プ
チ
ブ
ル
的
」
な
「
恋
愛
至
上
主

義
」
を
描
い
た
も
の
だ
と
非
難
し
、
自
分
が
朝
鮮
で
出
逢
っ
た
志
願
軍
兵
士
や
朝
鮮
女
性
の
中
に
王
鷹
洪
や
金
聖
姫
の
よ
う
な
人
物
は
一
人

も
い
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
続
け
て
、
作
品
中
の
王
謄
洪
の
性
格
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
階
級
の
「
崇
高
さ
」
、
「
寛
大
さ
」
、
「
素
朴

さ
」
、
「
誠
実
さ
」
が
な
く
、
偽
り
の
「
自
己
犠
牲
」
の
精
神
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
金
聖
姫
も
か
つ
て
平
壌
で
会
っ
た
金
日
成
が
称
え
た
よ
う

な
「
英
雄
的
な
女
性
」
な
ど
で
は
な
く
、
ま
る
で
旧
中
国
の
「
大
富
豪
の
令
嬢
」
の
よ
う
だ
と
評
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
存
在
し
よ
う
の
な

い
両
者
に
恋
愛
感
情
な
ど
生
ま
れ
る
は
ず
は
な
く
、
こ
の
小
説
は
根
も
葉
も
な
い
明
ら
か
な
「
ウ
ソ
」
だ
と
酷
評
し
、
さ
ら
に
「
愛
」
は

「
軍
の
規
律
」
を
も
越
え
る
と
い
う
結
論
を
導
こ
う
と
す
る
路
舗
に
対
し
て
、
「
下
劣
な
個
人
主
義
が
集
団
主
義
に
取
っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
、

(160) 

腐
っ
た
自
由
主
義
が
愛
国
主
義
と
国
際
主
義
に
取
っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
個
人
主
義
の
思
想
感
情
が
プ
ロ
リ
タ
リ
アi
ト



階
級
の
革
命
戦
士
の
思
想
感
情
に
取
っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
黒
を
白
と
言
い
く
る
め
る
よ
う
な
方
法
で
反
革
命
を
宣
伝
し
よ
う
(159) 

と
し
て
い
る
」
そ
れ
が
「
窪
地
上
的
「
戦
役
」
』
だ
、
と
語
気
を
荒
げ
て
断
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
何
度
も
『
窪
地
上
的
「
戦
役
」
」
を
評
価
す
る
胡
風
の
書
評
を
引
い
て
弾
劾
し
、
さ
ら
に
、
作
者
路
舗
を
胡
風
反
革
命
集
団
の

中
核
メ
ン
バ
ー
だ
と
し
て
、
こ
の
作
品
が
「
ど
の
よ
う
な
人
に
奉
仕
し
て
い
る
の
か
、
我
々
は
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
見
極
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
「
公
式
化
」
さ
れ
た
政
治
的
な
主
張
を
繰
り
返
す
こ
と
の
多
く
な
っ
て
い
た
巴
金
だ
が
、
自
分
の
抱
い
て

い
る
「
英
雄
的
な
志
願
軍
」
像
に
も
紙
触
し
た
の
か
、
一
段
と
激
し
い
筆
致
で
批
判
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

一
九
五
五
年
と
い
え
ば
胡
風
批
判
が
本
格
化
し
、
巴
金
も
自
ら
が
編
集
す
る
雑
誌
『
文
塞
月
報
」
な
ど
に
三
篇
の
胡
風
批
判
の
文
章
を
書

き
、
反
胡
風
集
団
の
論
陣
を
張
っ
て
い
た
。
共
産
党
の
方
針
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
、
賛
美
す
る
側
に
身
を
委
ね
て
い
た
巴
金
は
、
す
で
に

「
正
常
」
な
判
断
力
を
失
い
か
け
て
い
た
の
か
、
こ
れ
以
後
、
彼
の
主
張
は
完
全
に
体
制
側
の
も
の
と
な
り
、
か
つ
て
の
友
人
知
人
た
ち
を
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激
し
く
批
判
し
始
め
る
。
そ
の
こ
と
が
文
革
後
の
苦
悩
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
や
が
て
『
随
想
録
』
に
結
び
つ
い
て
ゆ
く
の
だ
が
、
『
談
別
有

用
心
的
「
窪
地
上
的
「
戦
役
」
』
は
そ
の
嵯
朕
の
過
程
を
如
実
に
示
す
資
料
で
あ
ろ
う
。

七
、
六
十
年
代
の
作
品

『
三
同
志
』の
執
筆

六
十
年
代
に
入
り
、
そ
れ
ま
で
の
作
品
に
強
い
不
満
を
抱
い
て
い
た
巴
金
は
、
再
び
志
願
軍
に
取
材
し
た
小
説
を
書
き
始
め
る
。
そ
の
成

果
は
短
編
小
説
集
『
李
大
海
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
『
朝
鮮
的
夢
（
代
序
）
」
を
は
じ
め
、
「
副
指
導
員
」
、
「
国
家
」
、
『
軍
長
的
心
』
、
「
再
見
』
、

『
団
円
」
、
「
飛
罷
、
英
雄
的
小
暖
噺
』
な
ど
七
つ
の
短
編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
作
風
と
内
容
は
五
十
年
代
に
書
か
れ
た
も
の
と

ほ
と
ん
ど
大
差
は
な
い
が
、
再
び
創
作
活
動
を
始
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
李
存
光
氏
は
『
巴
金
伝
」
に
お
い
て
、
こ
れ
は
五
八
年
よ
り
始
ま



っ
た
巴
金
批
判
の
矛
先
を
か
わ
す
た
め
に
、
中
国
共
産
党
の
指
導
と
教
育
の
も
と
で
戦
い
、
成
長
す
る
理
想
的
な
英
雄
人
物
」
を
描
く
と
い

う
具
体
的
な
行
動
で
、
社
会
主
義
へ
の
忠
誠
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
し
か
し
、
没
落
し
た
知
識
人
や
、
あ
り
ふ

れ
た
小
人
物
を
書
く
こ
と
に
長
け
て
い
た
巴
金
も
、
前
に
述
べ
た
通
り
兵
士
と
し
て
の
生
活
や
実
際
の
戦
闘
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
た
め

に
、
党
の
意
向
に
沿
っ
た
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
奉
仕
」
す
る
「
英
雄
的
兵
士
」
を
描
く
こ
と
の
限
界
を
痛
感
し
て
お
り
、
そ
の
焦
り
が

ま
た
執
筆
に
も
影
響
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
「
李
大
海
』
の
執
筆
、
編
集
と
並
行
し
て
、
巴
金
は
六
O
年
十
月
か
ら
お
よ
そ
一
年
の
時
間
を
か
け
て
、
『
寒
夜
』
以
降
、
唯
一

の
中
編
小
説
で
あ
る
『
三
同
志
」
を
苦
心
の
末
に
書
き
上
げ
た
。
全
二
十
六
章
で
、
主
人
公
楊
林
と
、
王
理
明
、
劉
加
亮
と
い
う
三
人
の
兵

士
が
、
朝
鮮
の
戦
場
で
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
成
長
し
、
幾
多
の
戦
役
を
経
な
が
ら
も
、
最
後
に
楊
林
が
壮
烈
な
戦
士
を
遂
げ
て
「
英
雄
」

に
な
る
、
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
作
品
の
要
素
だ
け
で
な
く
、
巴
金
が
朝
鮮
で
見
聞
き
し
た
こ
と
を
全
て
詰
め
込
も

，
、JAY
 

う
と
し
た
集
大
成
と
も
呼
べ
る
作
品
で
あ
る
の
だ
が
、
巴
金
は
そ
れ
を
発
表
し
よ
う
と
せ
ず
、
六
二
年
に
一
度
書
き
改
め
た
も
の
の
、
九
三

年
に
「
巴
金
全
集
』
第
二
十
巻
に
収
め
ら
れ
る
ま
で
、
人
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

巴
金
は
『
全
集
』
に
収
め
る
に
際
し
て
、
巻
頭
で
「
私
は
自
分
の
よ
く
知
ら
な
い
人
や
事
を
書
い
た
の
で
失
敗
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
の

痛
烈
な
教
訓
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
全
集
」
の
編
集
者
で
あ
る
王
仰
震
に
宛
て
た
書
簡
で
、
「
三
同
志
』
は
「
失
敗
作
で
あ

り
、
出
版
や
発
表
の
条
件
に
欠
け
て
い
た
」
と
述
べ
、
「
廃
品
」
で
あ
る
と
さ
え
言
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
『
三
同
志
』
の
欠
点

の
ひ
と
つ
は
「
物
語
」
に
欠
け
て
い
た
こ
と
だ
。
私
は
自
分
の
書
い
た
部
隊
生
活
を
よ
く
知
ら
ず
、
土
地
改
革
を
経
て
入
隊
し
た
青
年
戦
士

た
ち
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
」
と
し
、
「
口
で
は
「
（
部
隊
の
）
生
活
に
深
く
入
り
込
む
』
と
言
い
つ
つ
も
、
始
終
表
面

(158) 

的
な
こ
と
ば
か
り
で
、
深
く
入
っ
て
行
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
と
告
白
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
志
願
軍
兵
士
を
描
い
た
作



品
全
て
に
対
す
る
反
省
の
言
で
あ
る
と
も
取
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ま
た
「
私
は
こ
の
廃
品
に
費
や
し
た
時
間
と
、
二
度
の
訪
朝
の
生
活
(157) 

体
験
を
決
し
て
後
悔
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
（
執
筆
に
要
し
た
）

一
年
の
生
活
は
無
駄
に
過
ご
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
自
己
弁
護
す
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
何
も
作
品
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
人
の
世
に
は
美
し
い
感
情
が
あ
る
こ
と
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た

か
ら
だ
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
戦
地
訪
問
の
経
験
と
そ
れ
に
伴
う
執
筆
活
動
に
対
す
る
巴
金
自
身
の
総
括
と
し
て
意
味
深
い
所
感
で
あ
る
。

八
、
お
わ
り
に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
い
く
つ
も
の
興
味
深
い
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と
同
時
に
、
巴
金
の
精
神
史
の
具
体
的
な
資

料
を
も
提
示
し
て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
、
朝
鮮
戦
争
期
の
巴
金
や
そ
の
作
品
群
を
扱
う
に
は
、
先
に
述
べ
た
、
現
代
中
国
史
と
密
着
し
た
巴

に
影
響
を
受
け
た
他
国
の
文
学
と
の
比
較
検
討
と
い
う
作
業
も
必
要
で
あ
る
。
特
に
朝
鮮
戦
争
の
当
事
国
で
あ
り
、
中
国
と
同
陣
営
で
あ
っ
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金
の
個
人
史
に
お
け
る
「
十
七
年
期
」
研
究
の
視
点
の
他
に
、
中
国
に
お
け
る
「
抗
美
援
朝
文
学
」
の
中
で
の
考
察
、
さ
ら
に
は
朝
鮮
戦
争

た
北
朝
鮮
の
「
祖
国
解
放
戦
争
文
学
」
や
、
立
場
は
正
反
対
な
が
ら
も
、
文
学
的
な
源
流
を
同
じ
く
す
る
台
湾
の
「
反
共
抗
俄
（
ソ
連
）
文

学
」
な
ど
と
合
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
は
、
「
巴
金
と
朝
鮮
戦
争
」
と
い
う
テl
マ
を
同
時
代
史
と
い
う
ヨ
コ
の
拡
が
り
の
中
で
と
ら
え
、
新

た
な
視
点
を
獲
得
す
る
た
め
に
も
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
旬
。
本
稿
は
資
料
の
整
理
と
問
題
提
起
の
み
に
と
ど
ま
る
散
漫
な
も
の
だ
が
、
四
九

年
以
降
の
巴
金
の
作
品
を
読
み
直
す
た
め
の
足
場
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
深
め
て
ゆ
き
、
「
十
七
年
期
」
の
巴
金
を
読
む
現

在
的
意
義
を
探
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。



注
(1
) 

朝
鮮
戦
地
訪
問
に
関
す
る
比
較
的
新
し
い
研
究
と
し
て
は
、
周
立
民
「
巴
金
在
朝
鮮
戦
場
」
（
『
中
国
現
代
研
究
叢
刊
」
二
O
O
一
年
第
二
期
）

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
拙
稿
『
朝
鮮
戦
争
と
中
国
の
作
家
た
ち
・
巴
金
と
幼
年
代
」
（
『
情
況
』
情
況
出
版
、
一
九
九
七
年
八
・
九

月
号
）
が
あ
る
。

例
え
ば
、
洪
子
誠
主
編
「
当
代
文
学
研
究
」
（
北
京
出
版
社
、
二O
O

こ
で
は
、
第
二
章
第
一
節
「
文
学
時
期
劃
分
和
相
対
評
価
」
で
、

「
十
七
年
文
学
」
、
「
文
革
文
学
」
、
「
新
時
期
文
学
」
と
い
う
最
も
一
般
的
な
当
代
文
学
の
時
期
区
分
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
に
お
い

て
は
丸
山
昇
「
「
建
国
後
十
七
年
」
の
文
化
思
想
政
策
と
知
識
人
｜
序
説
的
覚
書
」
（
丸
山
昇
等
編
「
転
形
期
に
お
け
る
中
国
の
知
識
人
」

汲
古
書
院
、
一
九
九
九
）
、
宇
野
木
洋
「
問
題
群
と
し
て
の
「
建
国
後
十
七
年
」
文
学
状
況
・
私
的
覚
書
」
（
『
野
草
」
第
日
号
、
二
0
0

こ

な
ど
が
「
十
七
年
文
学
」
を
扱
っ
て
い
る
。

先
行
研
究
と
し
て
は
、
謹
洛
非
、
語
興
国
「
新
的
時
代
、
新
的
探
索
・
新
中
国
成
立
後
巴
金
美
学
思
想
的
発
展
」
（
謹
洛
非
、
謹
興
国
「
巴

金
美
学
思
想
論
稿
』
四
川
大
学
出
版
社
、
一
九
九
ニ
、
徐
開
塁
「
『
随
想
録
」
的
先
声
・
評
巴
金
一
九
五
六
年
写
的
雑
感
和
一
九
六
二
年
在

上
海
文
代
会
上
的
発
言
」
（
巴
金
与
二
十
世
紀
学
術
研
討
会
編
『
世
紀
的
良
心
』
上
海
文
塞
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
、
李
存
光
「
簡
論
巴
金

建
国
後
的
文
学
創
作
」
（
一
九
九
七
、
註
五
参
詳
）
、
事
也
平
「
十
七
年
的
創
作
・
新
時
代
的
頒
歌
」
（
事
也
平
「
巴
金
創
作
綜
論
」
福
建
教

育
出
版
社
、
一
九
九
七
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
伝
記
中
の
記
述
と
し
て
は
、
徐
開
塁
「
巴
金
伝
（
続
巻
）
」
（
上
海
文
妻
出
版
社
、
一
九
九
四
）

の
第
一
章
「
曙
光
来
臨
」
か
ら
第
四
章
「
凄
情
人
間
」
、
李
存
光
『
巴
金
伝
』
（
北
京
十
月
出
版
社
、
一
九
九
四
）
の
第
四
部
「
従
天
堂
到
煉

獄
」
、
陳
丹
農
「
天
堂
・
煉
獄
・
人
間
i

「
巴
金
的
夢
」
続
編
」
（
中
国
青
年
出
版
社
、
二0
0
0
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
が
増
え

て
く
る
の
は
九
十
年
代
中
盤
以
降
で
あ
る
。

唐
金
海
・
張
暁
雲
主
編
『
巴
金
年
譜
（
一
九
五
0
1

一
九
八
六
）
』
（
四
川
文
塞
出
版
社
、
一
九
八
九
）
参
照
。
用
語
の
日
本
語
訳
に
つ
い
て

は
立
間
祥
介
編
「
巴
金
年
譜
」
（
『
集
英
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
［
世
界
の
文
学
］
却
・
中
国
・
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
』
集
英
社
・
一
九
九
二
を
参

照
し
た
。

こ
の
時
期
、
巴
金
は
精
力
的
に
ロ
シ
ア
文
学
の
翻
訳
を
行
っ
て
お
り
、
朝
鮮
滞
在
中
も
ロ
シ
ア
語
の
学
習
を
熱
心
に
続
け
て
い
た
こ
と
が

『
赴
朝
日
記
』
な
ど
に
一
記
さ
れ
て
い
る
。

李
存
光
「
簡
論
巴
金
建
国
後
的
文
学
創
作
」
（
一
九
七
九
）
、
李
存
光
『
我
心
中
的
巴
金
』
（
文
化
芸
術
出
版
社
、
二
O
O

一
）
所
収
。
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『
新
華
月
報
」
第
二
巻
第
六
号
。
日
本
語
訳
は
朱
建
栄
『
毛
沢
東
の
朝
鮮
戦
争
』
（
岩
波
書
店
、

争
参
戦
に
至
る
経
過
も
同
書
に
詳
し
い
。

『
文
妻
報
』
第
三
巻
。

『
大
公
報
」
一
九
五
一
年
一
月
七
日
。

同
右
。

『
両
封
慰
問
信
」
（
『
群
集
文
塞
』
第
五
巻
第
四
期
、
一
九
五
一
）
。

丁
玲
「
在
前
進
的
道
路
上
｜
関
於
読
文
学
書
的
問
題
」
、
「
跨
到
新
的
時
代
来
｜
談
知
識
分
子
的
旧
興
趣
輿
工
農
兵
文
義
」
。
い
ず
れ
も
「
跨

到
新
的
時
代
来
』
人
民
文
学
社
所
収
。

他
の
メ
ン
バ
ー
は
、
葛
洛
（
副
団
長
兼
党
支
部
書
記
）
古
元
、
白
朗
、
王
希
堅
、
羅
工
柳
、
辛
葬
、
菌
子
、
逢
斐
、
寒
風
、
西
虹
、
高
虹
、

西
野
、
王
幸
、
伊
朗
、
黄
谷
柳
な
ど
で
あ
っ
た
。
（
徐
開
塁
『
巴
金
伝
（
続
巻
）
』
）

「
上
海
文
学
」
一
九
六
一
年
八
月
号
初
出
。
後
に
短
編
小
説
集
『
李
大
海
」
、
『
英
雄
的
故
事
」
な
ど
に
収
め
ら
れ
る
。

『
巴
金
全
集
』
二
十
五
巻
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
三
）
所
収
。

人
民
文
学
社
、
一
九
五
三
年
二
月
初
版
。

平
明
出
版
社
、
一
九
五
三
年
九
月
初
版
。

『
人
民
文
学
』
一
九
五
三
年
七
・
八
月
号
合
刊
。

『
家
書
・
巴
金
粛
珊
書
信
集
』
一
五O
頁
。

中
国
青
年
出
版
社
よ
り
「
解
放
軍
文
塞
叢
書
」
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
一
九
五
四
年
十
一
月
初
版
。

『
入
朝
散
記
」
（
『
文
義
月
報
」
十
、
十
一
月
号
合
刊
、
一
九
五
三
年
十
一
月
一
日
）
。
『
巴
金
全
集
』
第
十
四
巻
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九

九
O
）
所
収
。

一
九
五
三
年
十
二
月
二
十
六
日
、
『
新
観
察
』
第
二
十
四
期
に
『
志
願
軍
戦
士
巴
玉
久
和
張
明
禄
的
故
事
」
と
し
て
初
出
。

一
九
五
三
年
十
二
月
十
五
日
、
『
文
塞
月
報
』
十
二
月
号
に
『
貌
連
長
和
他
的
英
雄
連
隊
』
と
し
て
初
出
。

満
州
事
変
後
の
廟
巷
鎮
戦
で
、
敵
の
陣
地
の
鉄
条
網
を
爆
破
す
る
任
務
に
当
た
っ
た
久
留
米
第
十
二
師
団
所
属
の
破
壊
小
隊
に
よ
る
報
告
が

原
拠
と
な
っ
て
脚
色
さ
れ
た
も
の
。
当
時
の
日
本
の
一
世
を
風
鹿
し
、
映
画
、
演
劇
な
ど
各
方
面
で
大
プ

l

ム
を
巻
き
起
こ
し
た
。
軍
の
教

-98-

一
九
九
二
に
拠
っ
た
。
中
国
の
朝
鮮
戦

(155) 

(8
) 

(9
) 

（
叩
）

（
日
）

（
口
）

（
日
）

（
凶
）

（
日
）

（
凶
）

（
打
）

（
同
）

（
円
）

（
初
）

（
幻
）

（
辺
）

（
お
）

(M
) 



（
お
）
育
総
監
部
編
集
『
満
州
事
変
軍
事
美
談
集
』
所
収
。
中
内
敏
夫
『
軍
国
美
談
と
教
科
書
」
（
岩
波
新
書
、
一
九
八
八
）
な
ど
参
照
。

「
談
『
窪
地
上
的
〈
戦
役
》
』
的
反
動
性
」
と
し
て
「
人
民
文
学
』
八
月
号
に
初
出
。
『
大
歓
楽
的
日
子
』
（
作
家
出
版
社
、
一
九
五
七
年
初

版
）
所
収
。
し
か
し
『
巴
金
全
集
』
十
四
巻
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
O
）
に
収
め
ら
れ
た
も
の
は
一
部
削
除
が
行
わ
れ
て
い
る
。

作
家
出
版
社
、
一
九
六
一
。

注
（
2

）
参
照
。

「
至
樹
基
（
代
政
）
こ
（
一
九
九
一
年
七
月
五
日
）
。
「
巴
金
全
集
』
第
二
十
巻
所
収
、
後
に
「
巴
金
書
簡
｜
致
王
仰
展
』
（
文
匪
出
版
社
、

一
九
九
七
）
。

台
湾
の
反
共
文
学
に
関
し
て
は
拙
稿
「
五
十
年
代
台
湾
に
お
け
る
文
学
状
況
・
反
共
文
学
を
中
心
に
」
（
『
妻
文
研
究
」
七
十
八
号
、

O
）
で
簡
単
な
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

（
お
）

（
幻
）

（
お
）

(m
) 

二
O
O

-99 (154) 


